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′ 本 計 器 は 水位 の 連 続 記 録 をお こな う波 高 計 で あ つ て 、海 面 の 波 、サ
ー ジタ ンタ 内 の 水

面 の U字 管 振 動 、洪 水 波 な ど不 定 流 での 水 位 測 定 を 目的 と して い る ・従 来 この 種 の 計 器 は

多 くの 種類 が あ るが 、 この うち機 械 的 な 型 は 水 面浮 子 の 運 動 を利 用 し、 慣 性 遅 れ が あ る ・

ま た 電 気 的 な型 では 電気 抵 抗型 水 位 計 が 今 日最 も一 般 的 に 用 い られ て い るが 、 周知 の よ う

に水位 変 動 が 直 線 的 に 記 録 され ず 、 ま た 水 位 計 周 辺 の 境 界 形 状 、温 度 な ど で 電場 が 変化 す

る た め に 検 定 が 困難 で あ る ・ しか る に 近 年 ll g c米に お い て は 容 量型 水 位 計 が 用 い られ 、 直 線

性 や 高 度 の 安 定 性 が 保 たれ て い る とい われ て い る ・ わ れ わ れ も独 自の 立 場 よ りも 従 来 発 表

され て い な い 全 く新 ら しい 型 の 波 高 計 の 開 発 を試 ろ み 、 は 、満 足 す べ き成 果 を うる こ とが

でき た ・

2 図 ― ■の よ うに 半 径 a′の 電 線 を 半 径 a 4の 誘 電体 (誘 電 率 a )の 中

に封 入 し水 中 に 浸 し 、電 線 と水 の 間 に 交 流 電 圧 eを か け る と 、水 は 抵

抗 体 と して 、 ま た浸 した プロー プ は 水 中 に 浸 つ た 長 さ を ″ とす る と 、
σ

C-2π ●形/10g(aュ/a′)       (1)

な る 静 電 容 量 Cを も つ た コ ンデ ンサ ー と し て 働 ら く oよ つ て 回路 に流

れ る電 流 1■ 、次 式 で示 され る ・

1_■■ィ′_jR.C).3     (2)
J

図 ― ■

こ 、に 。は交 流 の 角 速 度 ぅ Rは 水 抵 抗 で あ る ・上 式 で R● C < <■ で あ れ ば ( 1 ) ( 2 )より

1-畿 F形    0
とな り、 1は ″に 直 線 的 に比 例 す る ・

しか し実 際 は R● C < <■ の 条 件 と 1を 記 録 可 能 な 大 き さ に す る こ と は相 反 す る 条 件 で実

現 困難 で あ る の で ,わ れ わ れ は 微 小 容 量 の 検 定 に 用 い られ る ビアス回 路 を 使 用 した .
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図 -2は 多 くの 試 ろ み の 后 に 最 后 に え られ た 回路 図 で あつ て 、真 空 管 の GK間 に 入 れ ら

れ た 水 品 発 振 子 に よつ て ′θθKCの 発 振 が わ こなわ れ 。 ブ レー ト回路 に接 続 され た タ ンタ

回路 にか け る Cを 変 化 させ た 場 合 ,図 - 3の 黒 丸 の よ う

に ブ レー ト電 流 i pが 変 化 す る ・水 晶 発 振 子 を P K間 に入

れ た ビ アス 回 路 も あるが ぅ帰還 量 が 多 す ぎ て 水 品 を破 壊 す

る .タ ン タ 回路 を構 成 す る Lに は Qの よい も の を 使 用 せ

ね ば な らな い ・ ま た ブ レー ト側 を 接 地 し、 カ ソー ド4H lに

一 認ょ θ Vが か け られ て い る が 、 これ は プ ロー プ ゃ水 に

高 圧 が か ゝるの を さ け るた め で あ る .ま た 電 源 に は 商 用

す0サ イ タ ルを 両 波 整 流 した の ち 、定 電 圧 回路 を 通 した

も の を 使 用 した .

a  図 - 3に よれ ば t  C― `“ θp F～ ` 7 0 p Fの 間 で 直線

性 が 良好 な こと が わ か る ・ 図 ― “は試 作 した プロ ー プ の

もつ 容 量 を検 定 した もの を 示 し、水 位 変 化 3′ C口の 間 で

′ p Fの 変 化 を 示 してい る ・そ れ 故 動 作 の 基 準 点 を 図 ―

3で `よ θp F“ 7 m Aに とっ た .こ の とき 波 高 “ θ C mに

対 し、 は 、 `す “ p p～ `“ ` p F  の 変 化 を行 ない 十 分 直

線 的 であ る ・

つぎ に 図 ― ∫に しめ す よ うに タ ンタ 回路 に プ ロ ー プ と

水 の 等 価 イ ン ピー ダ ンス 回路 を並 列 に 接 続 し、 Rを ■m

と ■O mに した 場 合 の特 性 曲線 を 図 - 3に 併 せ て示 した

・ これ に よ り水 抵 抗 Rの 影 響 は無 視 して差 支 え な い こと
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が わ か つた .

“ 実 際 に本 機 を 使用 す る 場 合 に は 予 想 波 の 振 中 に 相 当 す る容 量 の 変 化 量△ Cを 求 め 、 タ

ンクの パ リコ ン を動 か し′て 容 量 変 化 を 等 価 水 位 変 化 と考 が え感 度 調 正 わ よび 検 定 をお こな

つ た . 図 -6は オ ツ シ ログ ラ ムの 一 例 で左 方 が 検 定 記 録 、 右 方 が 波 の 記 録 で あ る ・ こ

の記 録 では 波 高 `θ m mぅ 周 期 α′θ秒で、 平 均 水 面 は静 水 面 よ り ′a夕 m m高 い こ とが わ か る

.最 后 に 本 機 の 水 面波 に 対 す る レス ボ ンス は 全 然 問 題 が ない ・感 度 は aο ′` m 4 / C mで ぁ る

の で、 高感 度 の ガ ルバ ノ メー タ ー を 使 用 し た .最 后 に 本 研 究 は 昭 和 θ “年 度 文 部 省 科 学 試

挨 研 究 費 に よる研 究 の
一
部 をな す もの で あ る ・
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